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令和 7 年度園芸学会秋季大会シンポジウム課題 

日時：令和 7 年 9 月 20 日（土）13:30～17：00（シンポジウムⅠ，Ⅳ），および 21 日（日）

13:30～17：00（シンポジウムⅡ，Ⅲ） 

場所：高知大学朝倉キャンパス（Ⅰ）共通教育棟 231，222，（Ⅱ）共通教育棟 231，222，（Ⅲ）

共通教育棟 221，212，（Ⅳ）共通教育棟 221,212 

 

Ⅰ．果樹ブランド化の新基調－利用者との連携によるイノベーション－（公開シンポジウム） 

コンビーナー：静岡大農学部  松本和浩   

１．パティシエの立場から見た果樹ブランドの魅力と望まれる今後の連携と研究 

（株）洋菓子舖ウエスト  金子博文 

２．岩手県におけるリンゴのブランド化およびブルーベリーの普及活動 

岩手大農学部  渡邉学 

３．高知県における果汁用ユズ，ワイン用ブルーベリーのブランド化について 

高知大農林海洋科学部 濵田和俊 

４．「高知ユズ」のブランド化と試験研究機関の役割 －「物部ゆず」GI 登録の支援事例－  

高知農技セ果樹試 谷本佑 

５．「クネンボ」栽培の復活とブランド化を目指した取り組み  

山口大名誉教授 五島淑子 

 

Ⅱ． 植物生体情報、遺伝情報や AI 技術を活用した栽培環境制御や果実品質制御（公開シ

ンポジウム） 

コンビーナー：農研機構野花研  筧雄介 

１．ゲノムワイドマーカー情報に基づく多収・高糖度トマト選抜のためのスマート育種技術

開発 

農研機構作物研 山本英司 

２．オミクス情報と AI を用いた果実成分制御 

農研機構野花研 筧雄介 

３．多様な栽培目標に対応できる植物重量給液制御システムの開発と実用化 

静岡農林技研 大石直記 

４．AI の判断に基づく高糖度トマト灌水制御 

静岡大学学術院情報学領域 峰野博史 

５．施設園芸向けしおれ検知式自動潅水制御システム(Hamirus:ハミルス)の開発 

株式会社クボタ 谷口啓介 

 

Ⅲ． 全ゲノム解読と花き園芸研究（公開シンポジウム） 

コンビーナー：日本大生物資源科学部 奈島賢児 
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１．カーネーションのゲノム解読とその後 

農研機構野花研 八木雅史 

２．アジサイのゲノム解読とその利用 

日本大生物資源科学部 奈島賢児 

３．キクタニギクのゲノム解読と野生ギク遺伝解析への活用  

高知大農林海洋科学部 中野道治 

４．ゲノム情報が彩る花き研究の魅力 

かずさ DNA 研究所 白澤 健太 

Ⅳ．ポストハーベスト分野における生理学の進展と現場における最新技術の利活用（公開シ

ンポジウム）

コンビーナー：日本大生物資源科学部 立石亮 

１．果実成熟におけるエチレン作用の生理的メカニズム 

－エチレン生合成とシグナル伝達機構の解明－ 

日本大生物資源科学部 上吉原裕亮 

２．エチレン作用阻害剤「スマートフレッシュ™」の現場での利活用の最新情報 

アグロフレッシュ・ジャパン合同会社 篠﨑正己 

３．AI 選果システムを軸とするスマート農業の展開 

シブヤ精機株式会社 二宮和則 

４．ゲノム編集で作出されたトマト成熟変異体による成熟機構の解明とその利用 
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（ 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム ）

Ⅰ 果樹ブランド化の新基調

－ 利用者との連携によるイノベーション－

司会者 静岡大農 学部 松本 和浩

日 本 で は 果 樹 の 育 種 が 精 力 的 に 行 わ れ て き て お り ， リ ン ゴ ‘ ふ じ ’ の

よ う に 世 界 的 な 品 種 に 成 長 し た も の も あ る ． ま た ， 近 年 は 育 種 後 間 も な

い 品 種 が ア ジ ア を 中 心 と す る 海 外 に 流 出 し ， 種 苗 権 が 絡 む 問 題 も 発 生 し

て い る ． こ れ ら は ， 日 本 で 育 成 さ れ る 品 種 が 世 界 有 数 の 高 い 糖 度 を 誇 る

生 食 用 の 品 種 と し て ， 高 い ブ ラ ン ド 力 を 持 つ こ と か ら 生 じ た も の で あ ろ

う ．

近 年 ， イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し た 生 産 者 か ら の 直 接 購 入 や ， 市 場 を 介 さ

な い 直 接 取 引 の 増 加 な ど ， 流 通 環 境 の 変 化 か ら 小 規 模 産 地 が 増 加 し ， 主

産 地 と の 差 別 化 の 必 要 性 が 生 じ て い る ． ま た ， 生 産 者 の 高 齢 化 に 伴 う 省

力 栽 培 の 必 要 性 か ら ， 加 工 専 用 品 種 な ど ， 生 食 以 外 の 用 途 を 主 目 的 と し

た 果 樹 品 種 の ブ ラ ン ド 化 を 目 指 す 動 き が 各 地 で 起 こ っ て い る ． こ れ ら は ，

必 ず し も 新 品 種 を 必 要 と せ ず ， 海 外 の 品 種 や 在 来 種 の 活 用 な ど ， 遺 伝 資

源 の 多 様 性 の 保 護 に も つ な が る 新 た な 動 き で あ る ． こ の よ う な 活 動 の 多

く は ， 従 来 の 新 品 種 へ の 更 新 を 図 る 取 り 組 み と は 異 な る ， 草 の 根 的 な 活

動 が 必 要 で あ る た め ， 果 樹 研 究 に か か わ る 研 究 者 も ， 学 際 的 な ネ ッ ト ワ

ー ク を 形 成 し か つ ， 利 用 者 や 生 産 者 と 連 携 し た 取 り 組 み が 必 要 と な っ て

く る ．

本 シ ン ポ ジ ウ ム で は ， 生 食 を 行 う 一 般 消 費 者 を 必 ず し も エ ン ド ユ ー ザ

ー と し な い 果 樹 種 に も 焦 点 を 当 て ， は じ め に ， 各 地 の 魅 力 あ る 果 樹 生 産

者 と の 協 働 を 行 っ て い る パ テ ィ シ エ よ り ， 利 用 者 の 立 場 か ら の 果 樹 ブ ラ

ン ド に 望 ま れ る 特 質 ・ 産 地 の 活 動 に つ い て 主 題 提 示 を 行 う ． そ の う え で ，

各 地 で 実 施 さ れ て き た ブ ラ ン ド 化 に 関 す る 活 動 と 研 究 に つ い て ， 岩 手 県

の リ ン ゴ お よ び ブ ル ー ベ リ ー ， 高 知 県 の ブ ル ー ベ リ ー と ユ ズ ， 山 口 県 の

ク ネ ン ボ に つ い て 具 体 的 事 例 を 紹 介 す る ． 最 後 に 総 合 討 論 を 行 い ， 登 壇

者 が 会 場 の 参 加 者 と と も に ， 今 後 の 果 樹 産 業 の 振 興 ・ ブ ラ ン ド 化 に 向 け

て ， い か な る 研 究 ・ 活 動 が 必 要 か ， ど の よ う な 連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク が 必

要 か 等 に つ い て 議 論 す る ．
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